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「鮫ヶ浦水曜日郵便局」がテーマの絵本・小説が発売決定！

絵本『水曜日郵便局　うーこのてがみ』

『水曜日郵便局　うーこのてがみ』　ぶん・え：小池アミイゴ
2018 年 12月 5日（水）発売予定　価格：1,300 円＋税
オールカラー 32P　H270×W210mm
ISBN　978-4-04-107346-9

“わたしは　とてもきれいな　ばしょで　くらしていたんだ… ”
手紙を通して気づくちいさなよろこび

12 月 5日（水）に閉局を迎える鮫ヶ浦水曜日郵便局。株式会社KADOKAWAより、本プロジェクトをテー
マとする絵本と小説が発売されます。
各書籍に関するお問い合わせ、取材のお申し込みは、株式会社 KADOKAWA の担当者までご連絡くだ
さいますようお願い申し上げます。

「わたしの　すんでいる　はらっぱは　なにもなくて　たい
くつです」と、うさぎのうーこは、うーたに手紙を書きま
した。すると、「うーこさんが　すんでいるのだから　それ
だけで　すてきなばしょだと　おもいます」と、うーたか
ら返事をもらいました。
それからも、ふたりの手紙のやりとりはつづきました。

　　　じつは近くにあったうつくしいものや、こと、気もちに、
気づかせてくれるやさしい絵本です。

小池アミイゴ
群馬県生まれ。フリーのイラストレーターとして1988年から活動
スタート。 書籍や雑誌、広告等の仕事に加え、クラムボンのアー
トワークなど音楽家との仕事多数。2000年以降は日本各地を巡り、
地方発信のムーブメントをサポート。より小さな場所で唄を手渡
すようなLIVEイベントや絵のワークショップを重ねる。絵本に『と
うだい』（福音館書店）、『ちいさいトラック』（福音館書店）、『か
ぜひいた...』（教育画劇）などがある。 

株式会社 KADOKAWA 文芸局 文芸図書編集部
〒102-8078　東京都千代田区富士見 1-8-19　TEL 03-3238-8555　FAX 03-3262-7646
絵本担当：加藤 kato-yo@kadokawa.jp ／小説担当 : 今井 imai-r@kadokawa.jp
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森沢明夫

小説『水曜日の手紙』

『水曜日の手紙』　著：森沢明夫
2018 年 12月 7 日（金）発売予定　　価格：1,600 円＋税　　四六判並製・単行本　　ISBN　978-4-04-107316-2
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会ったこともないあなたへ　最小で最高の奇蹟をお届けします。

「水曜日郵便局」を通して行き交う小さな物語に焦点を当てて、小さ
な日常を生きる人たちが、誰かの言葉に励まされ、よりよい人生を
つかむためにあがく姿を描いた感動のヒューマンストーリー。

仕事や家族への悩みや、かつて抱いていた夢への憧れなど、誰かに
言いたいけれど誰にもいえないことがこっそり記された水曜日の手
紙が、やがて届けられた誰かにささやかな奇跡を起こし... . . .
というしあわせの連鎖を、森沢氏ならではのあたたかく生き生きと
した筆致で描いた、ほっこり泣ける “癒やし系”小説です。

あらすじ
主婦の井村直美の「秘め事」。それは夜、夫や息子達が寝静まっ
たあとにこっそりと日々たまっていく心の毒を手帳に書き付け
ることだ。しかし、ささいな嫉妬から高校時代の友人でいまは
玉の輿婚をした伊織と仲違いをしてしまった日から、書き付け
ても書き付けても心の毒はたまっていく一方だった。そんな自
分を変えるために、直美は伊織から紹介された「水曜日郵便局」

1966 年千葉県生まれ。早稲田大学卒業。あたたかく、生き生きとした筆致で人間模様を描き、読者の心をあたかな
感動で満たす癒やし系の作品を数多く執筆。吉永小百合主演の『虹の岬の喫茶店』や有村架純主演『夏美のホタル』など、
映画化・ドラマ化されたベストセラー多数。その他の著書に『エミリの小さな包丁』や『失恋バスは謎だらけ』など。

誰かの言葉があなたを変える。あなたの言葉が誰かを変える。そんな奇跡の連鎖の物語。

に手紙を送ることを決意する。いざ手紙を書くにあたって “誰かに伝えたい物語” がないことに愕然とした直美は、
パン屋になるという高校時代の夢を叶えた「理想の自分」として空想の水曜日を手紙に書くことにする。一方、絵本
作家になるという夢をあきらめて会社員生活を送る今井洋輝もまた、婚約者柿崎照美のすすめで「水曜日郵便局」に
手紙を送っていた。夢にあこがれる二人の手紙が、それぞれに、そして周囲のひとの運命を変えていき――！？


